















Evocative collective memory 

























































ス）を作成する。情報を収集する視点は、（ 1 ）基本データ（ 2 ）原因となる災害区分、（ 3 ）遺構としての設置（公
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3 - 1 　基本データ
　本論における災害遺構の操作的定義に合致する災害遺構に関する情報を収集し、基本情報として、名称、所在地、
連絡先、既存制度への登録等の有無、遺構の内容について、データを収集した。










　原因となる自然災害の発生時期で分類すると江戸時代（ 1 件）、戦前〔明治大正昭和〕（ 7 件）、戦後（36件）。戦後































3 - 6 　遺構のもつ価値・機能　　



















化に資する価値である（石原2019： 3 - 4 ）。





別可能な指標の有無やその内容から、 1 ）記憶継承、 2 ）慰霊追悼、 3 ）教訓伝承（教育学習）、 4 ）復興象徴（ま
ちづくり）、 5 ）ツーリズム（観光資源）が見られるかどうかについて、検討を行った。データベース一覧には、そ
れぞれ「記憶」「追悼」「学習」「復興」「観光」と表記した。


































　原因災害別にみると、有珠山火山噴火関連 4 件、東日本大震災関連25件、浅間山火山噴火関連 1 件、関東大震災関




























有珠郡壮瞥町 火山活動 公園型（遺構中心） 記憶











8 島越ふれあい公園 岩手県田野畑村 地震・津波
公園型（一部）





































16 気仙中学校 岩手県陸前高田市 地震・津波 施設公園複合型
記憶・追悼・復興・
学習・観光



















































































33 旧横浜駅遺構 神奈川県横浜市西区 地震 遺構単独型 記憶
34 二代目横浜市庁舎基礎遺構
神奈川県
横浜市中区 地震 施設の一部型 記憶
35 赤レンガ倉庫・旧税関事務所遺構
神奈川県
横浜市中区 地震 施設の一部型 記憶・観光
36 山手80番館遺跡 神奈川県横浜市中区 地震 遺構単独型 記憶・観光
37 旧モリソン商会震災遺構
神奈川県
横浜市中区 地震・津波 遺構単独型 記憶・観光
神奈川県指定
重要文化財
38 阿古小学校跡 東京都三宅村 噴火 遺構単独型 記憶・観光






























































図 1 　国内の災害遺構所在マップ（2021年 3 月現在）
（国土地理院地図を加工して筆者作成、番号は表一覧のNoに対応）
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